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久志只壕の位萱図一]

ー
讀
査
の
目
的

遺
跡
の
発
掘
方
法
に
万
能
は
を
〈
、

発掘には、
研
究
昔
の
研
究

課
魎
に
沿
っ
た
調
査
且
的
が
ぁ
り
、

そ
の
月
的
を
達
成

†る
発
掘
の

方法は、
そ
の
遺
跡
の
個
性

(特
徴

じ
て
変
ゎ
ろ
〟

薯通は、

発掘謁査に先立って、
充分を時閻をかけて発掘方法が擲ら

れろ。
しかし、

久
志
只
壕
の
場
合
の
ょ
ぅ
に
、

〟
緊
急
調
査
〟

で

は
そ
う

Lた
時
聞
は
な
〈

`
ま
た
調
査
の
甘
的
も
も
た
な
い
ま
ま
に

進
め
ら
れ
が
ち
で
ぁ
る
。

そ
ラ

Lた
限
界
の
ぁ
ろ
謂
査
の
中
で

`
で
き
ラ
る
限
り
本
潅
の
姥

。
一
つ
は
、

‥

=塚
の
昨
代

^沖
繩
只
塚
峙
代
後
期

)
に
水
鴉
作
を
行
っ
て
い
た
か

否か。
GL水

稲
作
を
行
っ
た
と

†れ
ば

`,現
在
水
田
と
な
っ
て
い

る久志部落北側の低地、
つまり筏背祉地を久志u爆人たち

が
ど
ぅ
利
用
し
た
か
を
追
究
ず
る
こ
と
に
し
た
〝

もう】
つは、

久
志
貝
塚
と
久
志

〟
史
的
闇
係
を

`
久

志古島
(ア

タ
イ
原
、

旧
集
落
地

)
と

の
つ
な
が
り
の
ヒ

で
追
究

†る
こ
と
で
ぁ
る
。

そLて、
名
諫
市
史
づ
く
り
の

一
壕
と
し
て
こ
の
調
査
を
位
置
づ

け、
市
民
の
参
加
の
も
と
に
進
め
る
こ
と
で
ぁ
ろ
。

以
上
が

`
私
た
ち
が
立
て
ヌ
二
の
調
査
の
諌
麗
で
ぁ
ろ
〟
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二
瞳

翼

久
〟
心
部
落
の
ま
ゎ
り
に
は
、

久
志
只
塚

`
k里

城
遺
跡

`
久
志
水

…
遺
跡
、

久
志
古
島
遺
跡
な
ど
が
ぁ
ろ
。

二れらは`
‥塚

時
代
後
期
の
久
志
貴
壕
か
ら

姶
ま
‥て

現
部
落
に
至
る
ま
で
、

峙
代
的
に
邁
続

Lて
い
る
。

久
志
部
落
が
久
志
古
島
か
ら
移
軌

Lて
き
た

`】
と
は
確
か
で
ぁ
る
。

そ
Lて

占
島
以
前
、

h坦
城
遺
跡
が
久
志
の
渠
落
で
ぁ

っ
た
二
と
は

`
疇
期
的
に
も

`

グ
シ
ク
遺
跡
と
部
落
の

一
股
的
な
関
係
か
ら
も
可
能
性
が
髙
い
。

さらにさか

のぽ〟て、
久
志
‥塚

を
み
る
と
ヽ

こ
の
遺
跡
は
グ
シ
ク
時
代
初
期
ま
で
統
い

ているので、
k蝸

城
遺
跡
以
前
の
久
志
部
落
の
集
落
を
想
定
ナ
る
と

†れ
ば

`

久
志
‥塚

を
ぉ
い
て
他
に
は
な
い
と
忠
ゎ
れ
る

c

図ー3 久志の村落移軌

立
謂
査
の
成
果

_
久
志
の
風
土
と
歴
史

_ー
土

久
志
部
落
は

`
北
に
久
志
岳

“五
m

)
の
山
並
み
を
か
か
え

`
南は

太
平
洋
に
面

Lて
ぃ
る
。

そ
の
た
め
、

冬
の
冷
い
季
節
風
は
穏
か
で
、

春の
訪れは、

西
海
岸
ょ
り
も
鱒
過
間
ほ
ど
惟
い
。

海
は
遠
浅
で

`
A,は

山
地

~
丘
陵
地
の
パ
イ
ン
畑
關
墾
を
ど
に
ょ
っ
て
赤
土
が
堆
積

Lて
Lま

っ
た
が
、

昔
は
サ
ン
ゴ
鴎
の
幸
が
量
か
で
ぁ
っ
た
よ
う
だ
〟

久
志
只
壕
吽
代
の
壕
境
を
完
全
に
復
尤

†る
こ
と
は
、

現
在
の
調
査
資
料

で
は
難

Lい
〟

陸
側
の
土
地
条
件
を

~
地
形
分
顆
図

^図
ー

2)
に
よ
っ
て

督
時
を
惟

L測
〟
て
み
ょ
ぅ

c
_

久志貴塚は、
現部落の束側、

丘陵の先を北
かかえると二ろに

一
つ<られている。

南向きの絶好の逝地でぁる。
】は`

海の砂が
二

m余
り
つ
も

vて
ぉ
り
、

生
活
環
境
と

Lて
は
優
れ
て
‥た

〟
†ぐ後に

丘陵地
一
帯
の
水
を
集
め
た
川
が
流
れ

`
〟帯は`

当畦クぉ葦をどの水
草
が
茂
る
湿
地
で
ぁ
っ
た
よ
う
だ

g
この川は、

そ
れ
以
前
机
当
暴
れ
た
ら

しく、
川
沿
い
を
掘
る
と
、

角
ぱ
っ
た
大
き
な
礫
が
兄
ら
れ
る
。

ウがミの
ナ
ぐ
南
の
低
地
は
、

小
さ
を
谷
を
刻
む
先
に
ひ
ろ
が
ヮ
て
ぉ
り
、

Fの
…
よ

り
も
ゎ

fか
に
髙
〈
、

乾
い
て
い
る
。

タ
ー
ド
ゥ
ー
シ
が
ょ
〈
で
き
る
と
二

ろでぁる。
このぁたりは、

久
志
只
塚
の
人
々
も
或
い
は
米
を
つ
く
っ
て

い
た
か
も
し
れ
を
い
。

総じて、
久志は、

山
原
で
も
ぃ
い
上
地
に
恵
ま
れ

つつ、
只
塚
人
た
ち
が
住
み

`
二
れ
ま
で
続
い
て
き
た
部
落
と
ぃ
え
る
〟

總奮〝
ー

二
久志貝壕から

馴
ー

藺
出土した遺物と遺椿

縄縄
_

縄
占

_
樺

…
鳩

久
芯
只
塚
は
、

猪
兄

Lて
調
査
を
げ

_
仰撫

躊
ぅまで、

遺物の吐は少なぃでぁろ
縄

`
叫

_〟
,

〟
`__〟】

署萱
厦

《
{

冬
う
と

f想
さ
れ
て

L
プ

と
ヵ

聯仲
ー

猪掘が進む‥Lたがい、
出kずる

T
莫

箭
_

魔
址

哲
の
豊
當
さ
に
は
‥を

兄
縄鬆

魄
g髑

麟
縄

嚢
L物の

鱒
ゴ〝

、
亀

古
紬

ゲ
眞

は
る
も
の
ヵ
ぁ

{
た

爵
融
幻
韋

〝
翼
た

遣
現
父
僻
王
父

_
蝿土器にっいて

升
土器は、

そ
れ
ぞ
れ
の
峙
代
に
生
活
し
た
只
塚
人
た
ち
の
生
活
の
移
り
変
ゎ

りや、
地
域
相
互
の
違
ぃ
を
ボ

†好
資
科
と
し
て
扱
ゎ
れ
る
。

久
志
貝
壕
か
ら
土
器
片
が
約

一
万

~ニ
千
個
出
土

Lた
。

二
れ
ら
の
董
器
の
中

には、
竹
を
割
っ
た
先
で
ロ
緑
部
に
網
且
状
に
模
様
を
描
ぃ
た
上
器
、

また、

土
器
の
ロ
の
ガ
か
ら
背
部
に
枯

tを
貼
り
つ
け
た
上
器

`
さ
ら
に
‥の

部
分
に

枯
土
を
コ
ブ
の
よ
ラ
に
つ
け
た
士
器
な
ど

`
_

類ぁった。
は、

古
ぃ
時
代
か
ら
よ
り
新
し
い
時

代
を
め
ざ
し
て
変
軌
ず
る
過
渡
期
の

時
代
に
作
ら
れ
た
土
器
と
思
ゎ
れ
る

調
査
が
終
了
し
て
土
器
を
水
洗
い

†る
時
に
、

思
ゎ
ぬ
発
見
が
ぁ
っ

今
ま
で

`
久
志
貝
塚
と
同
時
代
の
遺

遺
跡
と
は

過
土
の
人
々
の
活

軌した檬升が、
遭
物
ゃ
遺
傭
で
残
さ

れ
て
ぃ
る
場
所
で
ぁ
る
。

そ
れ
ら
は
、



跡からは検出されをかった伽の肥癒が土器に残っていたのでぁる。
剛

遺
債

に
っ

ぃ
て

こ
の
こ
と
か
ら
、

†で
に
久
志
貝
塚
人
た
ち
は
稲
を
構
ぇ
て
米
を
食
べ
て
い
た

可
能
性
が
強
く
を
っ
た
〟

久
志
‥塚

ぱ
行
器
畔
代
の
遵
跡
と

Lて
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

そ
の
峙
代
を

と
で
ぁ
る
が
、

断
苫
は
で
き
な
鱒

また`

代
泰

†る
…
斧
の

…
七
が

~
個
も
な
い
〟

〟
般
的
‥、

後
刷
砂
丘
‥塚

吽
代
の

只
塚
嘘
代
に
こ
の
ぁ
た
り

~
縄,

遭
跡
か

5は
行
斧
の
出
上
が
少
な
く

`
ま
れ
に
刃
の
蟹
ま
っ
た
石
斧
が
出
土
す

ぁ
vた

の
だ
ろ
ぅ
か
、

枯
上
や
砂
が
真
赤
に

る〟
二
ぅ

Lた
ニ
と
は
、

ず〟
し
沖
總
の
後
期
砂
丘
‥壕

時
代
ゃ
久
志
只
壕
の

焼
け
て
ぃ
た
〟

右
斧
に
か
ゎ
る
鉄
各
ヵ
使
爪
さ
れ
て
ぃ
た
軒
能
性
を
ぷ
唆

Lて
い
る
。

蹄
代
に

`

‥塚吽代の鉄器が出上Lた)
腐触がひどく、

原形

口
石
器
に
っ

ぃて

n塚
人
が
作
っ
た
住
居
跡
ら

Lき
遺
檀
が

`
六汗検出された。

_
号遺構は、

現
部
落
道
路
の
真
下
じ
作
ら
れ
て
い
た
。

砂に、
憤が.一m

丑〇mの長方形らLき
川を掘り`

そのFに、
近〈で恰い葉めた礫

を軟きっめ、
内
部
に
柱
を
た
て
た
跡
が
観
察
さ
れ
た
。

ァ
タ
ヌ
屋
で
は
、

_一
‥rか

ら
六
号
遺
構
が
、

丘
†そ

ぁ
た
り
で
重
な
り
合
ヮ
て
賠
兄
さ

h
た。

造
り
方
は
、

~
号
遺
構
と
伺
じ
く
、

地

面
を
掘
り
〈
ぽ
め
て
造
ら
れ
て
い
る
。

異な
。
て
い
る
点
は

`
礫
を
敷
き
つ
め
る
か
ゎ
り

に、
粘

tで
堅
く
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
る
二

償尤された3潭の上麗

煽婁g“た住凰縄

犬
火
蠣
が

三
久
志
貝
壕
人
夕
ル
ー
と
そ
の
生
活

圖
鉄

器
に

っ
い

て
久志只爆人タルーは`

後期砂丘貝塚畔代中蓑からグシク峙代初頭
フ耆

にかけて活糊Lた〈でぁる。
タルーは`

部落の擲の七男坊に生まh
〉

たc
ぁる年、

久
志
岳
が
新
練
に
包
ま
れ
る
頃

`
只
塚
人
タ
ル
ー
は
成
人
に
達

をとどめ暫いが、
刀約

(ナ
イ

7)
の柄の拙分と思ゎ

ヒ刀
れる~

ニ
れ
は

`
不
器
を
作
っ
た
り
、

籠
を
作
る
暁
に
用
い

ら
れ
た
と
緩
え
ら
れ
る
。

Lていた。
体
格
を
推

L測
っ
て
み
る
と

`
夕ルーは背文

“
丘“ハ

伽`
現代

〈
よ
り
背
は
低
ぃ
が

`
什
格
は
た
く
ま

L<、
筋
肉
が
発
達

Lて
い
た

:

タ
ル
ー
の
住
ま
い
は
、

北
風
ゃ
台
風
を
避
け
る
た
め
で
ぁ
ろ
ぅ
か

`
丘

†そ
に
僻
ら
れ
て
い
た
。

その内
ためか`

亦
上
や

fを
瑕
き
っ
め
、

代
叫
の
中
で
穴
を
た
ぃ
て
い
た

_

珪
扶
人
た
ち

‡、
そ
の
環
墳
に

じ
て
様
々
ヵ
般
活
の
〔
犬
を
二
几

'ニ
ヽ
い
た

久
志
岳

.
幣

ン
な
と
の

…
の
藩
蝿
忠
ま
れ
て
い
た

〈れた〟
タ
ル

[ぱ
、

海
人
と
し
て

、
、

ヒシ
(リ

ー
7】

〟m嚇

ゎ
ろ
扶
斧
ゃ
、

そ
の
他
の

”

・
耽器を竹

っ
枯

kが
徘
ら
れ
た
』

タ
ル
】
の
ぉ
婆

〟〟
ぱ、

‥の
部
分
に
妊
ん
で
袋
飾
的
饗
槙
様
を
描
い
た

_
'】

か
L`

.
を
描

<か
ゎ
り
に
、

上
器
の
‥に

収
弄
の
よ
う
董
コ

7を
貼
り

ヮ,
,

を
侯
ヮ
た

_
そ

n様
灸
を
側
で
兄
て
‥た

タ
ル

iは
`

…
俳
と
伏
嵯
と

~

・
〟.

に犬きを違
L始

め
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た

邪菱`
…
父

}
ス
の
代
‥は

、
侮
が
酸
も
壷
腰
を
惧
暇
の
繩
の
場
で
ぁ

”た
が
、

タ
ル

iた
ち

ヮ
挺
か
ら

‡~
瓢
薯
芋
菱
の
遡
也
《

=づ
〈
り
が
遭
祷
し
っ

っぁ
vた

の
で
ぁ
る

~
赫

;り
2」

`
〉f

レ・
~【,(」〉,「

`~ー董
,

_で
軌
く
ー
ゲ
多
〈
餐
っ
て
き
た

:
久
苺
」
塚
人
た
ち
の
潅
呂
は
犬
き

<変
hろ

ラ
と

,】
て
‥・

た

ー
に
‥^糠

畔
代

,
未
わ
ろ
う
と

†る
グ
シ
ク
畔
代
初
頭

^軒
年
前

)
の
二
と
で
ぁ
る

~



四
久志

貝
壕
と

そ
の

時代

久志只塚は、
沖
繩
の
考
古
学

kの
時
代
区
分
で
は
、

輿
塚
時
代
後
期
の
後

喉
か
ら
グ
シ
ク
峠
代
の
初
期
に
ま
た
が
る
二
と
が
、

上
器
の
璽
式
か
ら
明
ら
か

に
爆
っ
た

c
ところで、

輿
塚
峙
代
後
期
後
半
か
ら
グ
シ
ク
嘩
代
と
は

`
い

っ
た
い
ど
う
い
う
世
の
中
だ
っ
た
の
で
ぁ
ろ
う
か
〝

只
塚
嘴
代
と
ぃ
ぅ
の
は
、

沖
總
の
歴
史
の

kで
、

経
椿
的
に
は
ま
だ
農
秦
社

会
に
を
っ
て
ぉ
ら
ず
、

ロ
然
の
嗜

に村L、
沖繩では、

本上の涙
{

安
時
代
後
湖
頃
ま
で
ま
だ
採
集
経

済
社
会
で
ぁ

〟たュ
農
紫
社
会
に

讐,ヽ〕

踊
物
を
探
取
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

縄
丈
丈
じ

代
活
を
支
え
て
ぃ
た
採
鬼
経
済
の
峙

蒔
代でぁる〟

また、
文
化
的
に
は
、

蝿
丈

‥本本kの維如文化や附生ズ
本

`
棋`ー

後
攪

化の影慄を受蝿つ
つも`

沖繩
蝸

代
冲

塊
的色彩の強ぃ地域文化の峙代

刺
賊

燗
弥生時代

でぁる〟
u塚吽代は`

本tの
分

ェ
期

~
繩
丈
嘘
代
後
麒
か

5弥
嗜
時
代
を

州
貝

{
彼

古墳蒔代
径て蠣安吽代に至る期間に対

畔
]`

平
守
時
代

応
Lて

‥る
畏
ー

2参
吻
芳

つ
‥~

ク
ノク轄代

繁
蒼
時
代

ま‥、
木
上
で
は
弥
坐
吽
代
に

†
鬆

「
」

`
窒

町
時
代

で
に
愚
埃
社
会
と
を

uて
ぃ
た
の

田
謂
査
の
経
過

〝
)』

】
っ

n遺
跡
を
烙
繝
胴
充
し
、

地
域

nm
"の

幡
史
を
叫
ら
か
〔

二
`い

向
二
〕
〟
〟

A地
蝿

ー
耐
か

B地
ぱ

はぃ
ったのは、

平
安
時
代
末
に
始
ま
る
グ
シ
ク
時
代
か
ら
で
ぁ
る
。

し
か

L`
沖
繩
の
貝
壕
疇
代
に
ま
っ
た

<鼻
繋
が
行
を
ゎ
れ
て
ぃ
を
か
っ
た

と
は
断
苫
で
き
な
ぃ
。

と
く
に
貝
壕
時
代
後
期
は
、

前
期
と
文
化
様
相
が
変
ゎ

り、
弥
生
丈
化
の
影
響
が
ぁ
っ
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西
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岸
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建
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をはじめ`

人閘の生括と関ゎりの深いさまざまな自然遺物もぁる
〔表ー

m
麟

”
〟

縄
{

・誰
)

甜
3参照)

〟
出土遺物の犬半は土器でぁる。
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日
m丁〝

.峡ー
)

‥
‥m

M
ながら囁、

田層からも出士ずろが`
これらは部分的に攪舐をラけたため

咽`
二`

`
紗

‥鱒
”‥

…
伽

剛ぃ
鮎

と思ゎれる。
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縄
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・
此舷文土器

^Aー2甜〕
山
形
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を

kF二
条
に
配
列

†る
も
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~

条のもの、
犬
小
の

Y宇
を
組

み
ぁ
ゎ
せ
た
も
の
が
ぁ
る

:
また`

悩
向
き
の
沈
線
に
は
へ
ラ
の
先

“
が
二
叉

に
な
‥た

も
の
と
、

単~
のさ“ので施

丈
さ
れ
た
二
賛
が
ぁ
る

_
器
形
は
喪
形

と
鉢
形
が
ぁ
る

~
・

叱赦文土器
(Aー3触〕

爪
形
丈
は
三
個

…
kLた

が
`

ぃず
れ
も
小
破
片
で
ぁ
る

水
孵
ガ
向
こ

`
荼
土
ら
せ
る
も
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と
、

..条
の
も
の
が
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ズ
繊
は

`
た

・
‥〟`~た竹

‥艇
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を
突

<よ
〉
こ

Lて
つ
汁
豊

・
凸帯上沈文土器

曇=ー鮒_
二
の

mに
は
、

門帯以外
・

,

描
か
れ
る
も
の
も
ぁ
る

k側
の

…
ぱ
、

ァ
カ
シ
ャ
ン
瘻

[‥塚
、

爾
州

.

か
ら
も
出

kLご
い
る

…の
蹄ば、

帯
を
横
に
逝
ら
せ
、

離
ガ
向
刀
凸
帯

ば
椰
れ
て
い
凸
が
、

‥蝿
ま
で

…
ぴ
て

_輪”蘆〉洲剛
ハ〉【_( ‥

覇
レ一拷;へ~灼れる

・
凸
帯
上
烹
文
十
沈
文
土
器

^AH
雛m〕

図
の
檎
の
土
器
は
、

文
様
を
施
す
部

分
が
少

L哮
‥で

、
k器

片
の
中
に

f
捉が鵬っている。

幻、
麓
の
ヒ
器
は

`
鋸
歯
状
の
丈
様
を
施

Lた
ぁ
と
、

縦に

, _本
の
‥‥帯

を
貼
‥っ

げ
て
い
る
」

A
ー

4鮒
)

〇フxンヮ下~ 纏式 (= ~,~ 巾 ‥ W 楓…

・
例
刀
み
刀

例
ヵ
み
で
ぁ
る

_
・

7ェ
ン
サ
下
膚
穫
式
土
器

~A=

鮎…、
A

…
2峨

)

縦ガ向に
_本

か
二
窄
ハ
凸
帯
を
の

ぱずもの
【岡の5、

6、
‥`

…`
蜷)

や、
‥褥

卸
二

Jブ
快
の
ふ

<ら

み
を
つ
け
る
も
の

_‥)
、

‥褥
の
形

が
…
形
を
な
ず
も
の

^9)號
*が

ぁ
る
「
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伯
轟文土器

二
二
で
は
、

外
器
而
の
み
の
分
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で
、

内
器
面
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検
討
は
は

‥
二

`い
壷
ぃ
〕

・
慧
文
へ
ラ
な
で
有
り

^Bー
鮒

)
側
の

3は
`

櫻
原
で
き
た
七
器
で
ば

蝸
犬
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の
で

`
へ
ラ
の
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が
よ
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っ
て
ぃ
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器
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も
厚
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。
内
器
面
は
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〈,~
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ヮ
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薫
文
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恭
し

(B囁
煩

)
ーのL器は、

括牽を揶Lぁてる
惜
頭
庄
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指
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施
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抗
み
ぁ
げ
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と
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の
粘
上
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上
紐

の
境
‥が

残
〝
て
い
る
〟

〟_)
巖
後
に
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部
キ
三
る

2ぉ指ヵ轟
,'

る
^

形は甕形
で`

川繚は外にそり、
良好な焼き

でぁるニ
底
部
も
指
饗
で
に
上
る
鯛
整

が多い〔
Hは、

内
器
面
に
刷
毛
‥を

よ
<と

ど
め
て
い
る

:

〈ラ耀疋烹し‥ 7 B_曾 4D ‥)※ へラ雛萱宥リ 【$」 ~ 〝 ヮ)閃*ーー 無文土器ぉよび底部

い
グ
シ
ク
土
器

鉢
形
か
壺
形
を
王
と
し
、

頭部に
一

、

二
個
の
コ
ブ
を
貼
り
つ
け
て
ぃ
る
〟

焼

き
ぁ
が
り
は
良
好
で
ぁ
る
〟

例
の

7は

刷
毛
目
調
整
を
し
て
い
る
。

5は
犬
き

丞
コ
プ
の
突
坦
を
も
つ
。

石鍋の影褥
を
ぅ
け
て
作
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
、

牽
沸
川
に
使
ゎ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〟

… 研簾面雛 ‡丁麺 }几

彌囁

圖
石
器

石器は六個出土したc
醐牝髑

^
一ニ)

、
†り石

(ニ一)
で、

刃器は出
土し饗かった。

素材を近くで求め、
整
形
を
施
こ
さ

f、
素
形
の
ま
ま
使

u
ている。

使
う
面
は
平
面
、

側
面
ぉ
よ

ぴ
先
端
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

打痕
か
ら
み
て
、

先
端
の
鋭
い
も
の
に
打
摯

を
加
え
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と
思
ゎ
れ
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。

祀儡面は平面`
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いる。
各〝例を除き、

ほとんど変
形
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ぃ
な
い
こ
と
か
ら
、

使用回数
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極
端
に
少
な
か

っ
た
と
考
ぇ
ら
れ
る
。

ー2 グシク土器ぉよび石器図一
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調
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内
か
ら
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整埋作羹`

そ
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こ
の
踊
報
の
ま
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め
が
成
っ
た
。
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ナ
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